スタッフリレーコラム
特別養護老人ホーム日迎の園
眞田幸司
「同志」

私は、24歳で介護の業界に入り、今年で25年を迎えました。良く続いたものだなと思っています。この仕事についた頃は全くの素人で、最初からつまずくことばかりでした。「これは続かない、もうやめよう」と思い上司や同僚に何度も相談しました。それでもこの仕事が続いたのはいつも励ましてくれる「仲間」がいたからだと感謝しています。そして、たくさんの人との結びつきは、地域、九州、全国へと広がっています。
以前、私が協議会の役員をさせて頂いている時に「協議会は何のためにあるのか」と質問された時がありました。私は質問者が納得できる答えを出せませんでした。そんな中、昨年度の基本指針「同士（同じ仲間）ではなく同志（志を同じくする）の関係を築く」を見てハッとしました。仕事も協議会も単なる仲間が集って活動しているのではない、志を共にする者が集まり、それに向かって活動しているのだ、そして、その活動はこの地域の介護を充実させ、私たち事業所にもかえってくるのだと今更ながらに気付かされました。令和7年度より介護老人福祉施設部会長を仰せつかります。基本指針を胸に今後も精進して参ります。
